
秘密保持契約書

豊通エア・リキードハイドロジェンエナジー株式会社（以下「甲」という。）と ●●●●株式会社（以下「乙」という。）とは、新熱田水素ステーション建設プロジェクト（以下「本件」という。）において、甲から乙に対して秘密情報を開示するにあたり、次のとおり契約（以下「本契約」という。）を締結する。

（目的）

第１条　　本契約は、甲が乙に開示する秘密情報の取扱いについて定めることを目的とする。

（秘密情報）

第２条　　本契約において秘密情報とは、本件実施の事実及びその内容、本契約締結の事実及びその内容、及び本件において甲が乙に対して開示し又は乙が知得する甲の経営上、営業上、技術上の一切の情報をいう。但し、以下の各号の情報は、秘密情報から除外するものとする。

（１）甲から提供又は開示を受けた後に、乙の責に帰すことができない事由により公知となった情報

（２）甲から提供又は開示を受ける前に知得していたことを書面で証明できる情報

（３）甲から提供又は開示を受ける前に公知となっていた情報

（４）正当な権限を有する第三者から秘密保持義務を負うことなく正当に入手したことを書面で証明できる情報
（秘密保持）

第３条　　乙は、秘密情報を秘密として厳格に保持し、乙の役員及び従業員のうち本件を履行するために秘密情報を知る必要のある者（以下「乙従業員等」という。）以外には、いかなる第三者にも一切開示又は漏洩してはならない。但し、法令又は裁判所の命令により開示が義務付けられた秘密情報を必要な範囲内で開示する場合は、この限りではない。
２　前項の規定にかかわらず、乙は、甲の書面による事前の承諾を得た場合は、秘密情報を第三者に開示することができる。

３　乙は、退職した乙従業員等及び本条第２項の規定に基づき秘密情報を開示した第三者（以下合わせて「社外被開示者」という。）に対し、本契約により自らが負担する義務と同等の義務を負わせるものとし、社外被開示者が本契約の各条項の一に違反した場合には、当該社外被開示者と連帯してその責を負うものとする。

４　乙は、甲の書面による事前の承諾を得ることなく秘密情報を複製・改変してはならない。

（目的外使用の禁止）

第４条　　乙は、秘密情報を本件履行の目的以外には、一切使用してはならない。

（損害賠償）

第５条　　乙は、本契約の各条項の一に違反した場合には、甲の被った損害を賠償する責を負うものとする。

（有効期間）

第６条　　本契約の有効期間は、2023年2月10日から2024年 3月31日までとする。但し、第３条、第４条、第５条及び第１０条の規定については、有効期間終了後もなお有効に存続するものとする。
（契約終了後の措置）

第７条  　本件が終了したとき、本契約が終了したとき、又は甲から要求があったときは、乙は、秘密情報（その複製物を含む）を甲に返却するか、又は自らの責任により完全に消却する。

（反社会的勢力の排除）

第８条　　甲および乙は、現在および将来にわたって、自己、自己の役員、自己の支配的株主、または自己の代理もしくは媒介をする者その他の関係者が、暴力団、暴力団員、暴力団準構成員、暴力団関係企業、その他暴力団もしくは暴力団員を不当に利用する者、暴力、威力もしくは詐欺的手法を駆使して経済的利益を追求する者、またはこれらの者と密接な関係を有する者に該当しないことを相互に表明しこれを確約する。

（協議事項）

第９条　　本契約に定めのない事項及び本契約の各条項の解釈について疑義が生じたときは、両契約当事者は誠意をもって協議し、速やかに解決する。

（管轄裁判所）

第１０条　本契約又はその他の諸契約より生ずる権利義務に関する争訟については、甲の本店
所在地又は甲が選択する甲の支店・営業所の所在地を管轄する地方裁判所をもって第
一審の専属管轄裁判所とする。但し、甲は、民事訴訟法の管轄の定めによることがで
きるものとする。

本契約の締結を証するため本書２通を作成し、甲乙記名押印のうえ、各１通を保有する。

2023年2月10日
甲：愛知県名古屋市中村区名駅四丁目９番８号

　　豊商エア・リキードハイドロジェンエナジー株式会社　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　代表取締役　松澤　陽生
乙：[住所]

　[法人名]
　[調印者の役職名・氏名]
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